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メータオ・クリニック支援の会（JAM）支援者の皆様 

 

いつもご支援していただき、誠にありがとうございます。  

JAM 会報メール第 29 号をお送りします。 

 

JAM は 2008 年 3月に発足された NGO です。ビルマ／ミャンマーからタイへ貧困や戦火を

逃れてきた人々の病院、メータオ・クリニックの活動を支援する目的で設立されました。 

 

支援者の皆様へ JAM の最新の活動を毎月中～下旬ごろ、会報メールにて発信いたします。 

今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

＜＜＜＜目次目次目次目次＞＞＞＞            〔〔〔〔ページページページページ〕〕〕〕    

    

メータオクリニックで活動する国際 NGO「ビルマ子ども医療基金」と連携開始！〔２〕 

 

 

ミャンマー/ビルマ難民 緊急救援基金終了のお知らせ            〔４〕  

    

    

メソト・マンスリー 今月のメソトの様子をお知らせします。  

 

・子どもたちのこころの栄養   （米田 哲）              〔６〕 

 

 

国内から （清水 真理子） 

 

・ Where are you from??                             〔７〕 

  

国際保健医療協力のなかで （１１）    （小林 潤）             〔１０〕 

 

 

シンシア医師の本 発売中！                        〔１１〕  

 

編集後記                                           〔１１〕 

    

 

次号の予定                                                       〔１２〕 
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メータオ・クリニックで活動する 

国際 NGO「ビルマ子ども医療基金」と連携開始！ 

 

 
JAM はメータオ・クリニックで活動する国際 NGO「ビルマ子ども医療基金」と連携しています。 
 
Burma Children Medical FundBurma Children Medical FundBurma Children Medical FundBurma Children Medical Fund    

ビルマビルマビルマビルマ子子子子どもどもどもども医療基金医療基金医療基金医療基金    とはとはとはとは・・・・・・・・・・・・    

メータオメータオメータオメータオ・・・・クリニッククリニッククリニッククリニックのののの限限限限られたられたられたられた施設施設施設施設ではではではでは治療治療治療治療のできないのできないのできないのできない患者患者患者患者さんをさんをさんをさんを    
安全安全安全安全ににににタイタイタイタイのののの病院病院病院病院にににに送送送送りりりり    
病気病気病気病気のののの治療治療治療治療とととと生生生生きるきるきるきる機会機会機会機会をををを提供提供提供提供するするするする国際国際国際国際ボランティアネットワークボランティアネットワークボランティアネットワークボランティアネットワークですですですです。。。。    
みなさんもみなさんもみなさんもみなさんもＪＡＭＪＡＭＪＡＭＪＡＭをををを通通通通してしてしてして治療治療治療治療にににに協力協力協力協力ができますができますができますができます。。。。    
    
    

    

 

    

ママママ・・・・レイレイレイレイちゃんちゃんちゃんちゃん    18181818 歳歳歳歳    コーカレイコーカレイコーカレイコーカレイ出身出身出身出身    
7 人きょうだいの一番末っ子として産まれました。 
お父さんはまだマ・レイちゃんがお母さんのお腹にいるときに、脳性マラ

リアで亡くなりました。 
 
3 年前、高校 2 年生の時、マ・レイちゃんは息苦しさと疲れやすさに気づ

きました。彼女は長く歩くことができず、友達についていくことができませ

んでした。唇にチアノーゼ（唇が紫色になること）も出てきました。ビルマ

で病院にいったところ、お医者さんは心臓に問題があり、手術が必要だと告

げました。残念ながら手術を受ける余裕がなかったマ・レイちゃんとお母さ

んは、薬だけを受け取り、その後病院に行くことはありませんでした。 
少し気分がよくなると、マ・レイちゃんは学校に戻りましたが、体調が落ち着かず、結局学校を卒

業することができませんでした。チアノーゼが出てくると、小さい診療所で薬だけをもらって飲みま

した。 
マ・レイちゃんは何とか学校を終わらせたいと、バンコクに住む姉を頼って仕事を探しに行きまし

た。しかし、バンコクでまた体調を壊し、肺に水がたまり 4 日間入院することになりました。入院代

は 1 万バーツ（約 3 万円）。支払いができずにお姉さんに迷惑をかけることになってしまいました。 
バンコクから帰った後、マ・レイちゃんのお母さんがタイとビルマの国境にあるメータオ・クリニ

ックのうわさを聞き、彼女に受診を勧めました。メータオ・クリニックでは手術はできませんが、チ

ェンマイという大きな町の病院で手術を受けさせてもらうことになりました。 
 
病気が治ったら・・・自分の育った村で学校の先生になるのが夢です。そのためになんとしても学

校を卒業したいです、とマ・レイちゃんは言います。 

 

 

 

ティンティンティンティン・・・・トムトムトムトムちゃんちゃんちゃんちゃん    13131313 歳歳歳歳    カレンカレンカレンカレン州出身州出身州出身州出身    
3 人きょうだいの一番上で、生まれつきの心臓病を抱えています。 

彼女のお父さんとお母さんは建設業で働いています。お父さんは 1日 5000

チャット（約 50 円）、お母さんは 3000 チャット（約 30 円）の収入です。お

母さんもお父さんも日雇いで、その日の仕事がみつかれば、出勤します。お

母さんも、男性と同じように重いコンクリートを運んでいます。 
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 ティン・トムちゃんは子どもの頃から病弱で、他のきょうだいと比べ身体も 小さく静かでした。

4 年生のとき、学校を休みすぎてついていけなくなりやめました。 
 ティン・トムちゃんのお母さんは前からメータオ・クリニックのことを聞いていたそうです。2010

年に家族が国境近くに引越しした後、彼女は肺炎のためにメータオ・クリニックに入院し、同時に先

天性心疾患の診断を受けました。 
ティン・トムちゃんは何をしていても、いつでも疲れてしまうと言います。お母さんは、ティン・

トムちゃんの息がいつも荒いことを心配して、お料理で助けてあげられないものかとがんばりました。

もっと何かしてあげたいけどお金がないのでできないと、お母さんは言います。 
 
ティン・トムちゃんは将来、服を縫う仕事をしたいと思っています。今はやり方を知らないけれど、

これから習うつもりです。お母さんは、とにかくティン・トムちゃんが普通の子のように元気になれ

ればと思っています。病気が悪くなって何かが起こることを、何より心配しています。 
 
 

    

 
 

ごごごご支援支援支援支援をしていただけるをしていただけるをしていただけるをしていただける方方方方はははは・・・・・・・・・・・・    
 
振込先 
 
【銀行名】ゆうちょ銀行 (【金融機関コード】９９００)       
【店名】〇〇八店（ゼロゼロハチ店） (【店番】００８)       
【預金種目】普通 【口座番号】２５７７０１０     
 
あなたのお名前 
振込みに使ったご名義 
あなたのご連絡先（住所、メールアドレス） 
治療に協力する患者さんの名前   をご明記の上、 

Ｅメール：support@japanmaetao.orgsupport@japanmaetao.orgsupport@japanmaetao.orgsupport@japanmaetao.org までご連絡ください。 

 
問い合わせについても、上記メールアドレスにお問い合わせください。 
 
 
↓のページから、直接支援もできます。 

ビルマビルマビルマビルマ子子子子どもどもどもども医療基金医療基金医療基金医療基金ののののサイトサイトサイトサイト    http://www.burmachildren.net/ （英語のみ） 
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ミャンマー/ビルマ緊急難民救援基金終了のお知らせ 

      
ミャンマー/ビルマ緊急難民救援基金は、2 月末をもちまして終了いたします。 

日本からの寄付として、合計約 369,045 バーツ（1,151,421 円)）を送金することができま

した。みなさまには、深いご理解と温かいご支援をいただき、心から感謝を申し上げます。

緊急難民救援基金としてはいったん終了としますが、タイ・ビルマ/ミャンマー国境では戦闘

は収まる気配を見せず、依然 8000 人～1万人前後の住民が避難生活を送っています。 

JAM は今後もメータオ・クリニックと Emergency Relief Team（緊急救援チーム）を応援し

ていきます。 

    

    

避難民避難民避難民避難民のののの現状現状現状現状ととととメータオクリニックメータオクリニックメータオクリニックメータオクリニックのののの支援支援支援支援 

                            【現地報告：田辺 文】 

 

【【【【避難民流入避難民流入避難民流入避難民流入のののの状況状況状況状況】】】】    

 

’10/11/7 ミャンマー総選挙 

’10/11/8 Myawaddy にて戦闘の勃発→避難民 25,00025,00025,00025,000人のタイ流入 

’10/11/14 Pho Phra 地域にて戦闘開始 

’10/12/15 Manerplaw にて戦闘開始 

’11/1/21  戦闘地域の南下に伴い Pho Phra 地域にて避難民流出活発化。避難民数は 9997999799979997人 

    1/16～18 で 1172117211721172人が新たに Pho Phra 地域に流入 

 

＊メータオクリニック Emergency Relief Team の報告より（Update Population 21/012011） 

    

 

【【【【メータオメータオメータオメータオ・・・・クリニッククリニッククリニッククリニックのののの避難民支援避難民支援避難民支援避難民支援】】】】    

  調理食料と水の供給 

  乾物食料（米、塩、魚缶、豆等）の供給 

  毛布、蚊帳、マットの供給 

  衛生用品の配布 

  日用品の配布（バケツ、皿、米入れ、カップ等） 

  保護チームの派遣 （行方不明者の対応など） 

  教育チームの派遣 （避難中の子どもの教育） 

  情報収集と地元住民組織との連携 (Forum of Community Based Organization Burma) 

 

【【【【収支収支収支収支    (1(1(1(1 月月月月 15151515 日時点日時点日時点日時点))))】】】】                

  予算総額                 2,752,159  バーツ   

 

すでに使用された事業費        計    804,370 バーツ 

     内訳  

救援物資 （食料、水、毛布、蚊帳など）  579,266 バーツ（72.0％） 

事務費 （交通費、通信費、報告書など）   225,104  バーツ（28.0％） 
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＊”Emergency Funding for New Influxes of people Fleeing Post-Election Conflict to Thailand” 報告書より 

 
 
【【【【Pho Phra Pho Phra Pho Phra Pho Phra 地区地区地区地区 Leh Haw  Leh Haw  Leh Haw  Leh Haw 村村村村 River SiteRiver SiteRiver SiteRiver Site 避難地避難地避難地避難地のののの様子様子様子様子】】】】    

   

Leh Haw 村メソトより約 40km 南へ位置し、もともと川をまたがって位置するカレンの村で、

今回の戦闘後、川岸に沿って避難地となっていた。Leh Haw 村の村長が避難地の責任者とし

て緊急救援隊に避難民数の報告を行っていた。 

 

 Leh Haw 村 River Site 避難地 （2/2時点） 

家族数 105 (前日 2家族到着) 

人数 422 人 

9歳以下の子ども 179 人 

 

 
           （写真右：避難民のようす） 

   
 
 

 

 

 

 

 

（写真左：４７歳女性） 

 

 

４７歳女性。Lah Haw村のややはずれ（ビルマ側）で夫と 5 人の子どもと住んでいた。 

上の 2 人の子どもは結婚して独立している。 

生計は農業と日雇い労働。家を持っていた。 

11 月中旬戦闘が始まったが臨月だったので最初は避難を躊躇した。 

その後周りに誰もいなくなったので walay（メソトより南へ約 20km）に避難。 

近所の人には会えずに、さらにそこでも戦闘が始まったのでここに来た。 

移動中にサトウキビ畑で子どもを産み自分で処置をして血だらけでここへ来た。 

この避難地へ来て 2ヶ月くらい。 

夫と 4 人の子ども分の食料は配給で賄っている。 
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（写真：避難民一家） 

 
【【【【現状現状現状現状とととと今後今後今後今後】】】】    
 避難民は、木材やバナナの葉と救援物資のビニー

ルシートなどを組み合わせた、手作りのシェルター

で生活している。 
米、油など、乾燥食料は支給されているが、十分

とはいえない。 
戦闘が場所を変えながら頻発していること、タイ政府からの締め付け、などの理由から、

住人は隠れながら頻繁に移動するため、数の把握とそれに基づく食料や必要品の分配が大変

困難なものとなっている。 
今後、季節は厳しくなるばかり。 
酷暑の夏とその後に続く雨期がせまっており、移動避難生活の慢性化は特に弱者である子

どもの健康に大きな影響を及ぼす。戦闘が終息する兆しを感じぬまま、大人たちの顔には不

安と疲労が伺えた。また、現在はまだ一時避難であるが、この状態が慢性化すれば、避難民

たちは家畜や農地といった生きる術を失い、自活できない「難民」となってしまう。 
  

メータオ・クリニックは、医療、食料といった人道支援を通した避難民の保護をおこなっ

ている。避難地にヘルスワーカーを配置し、交代で生活をともにしながらケアを行うなど、

弱者に寄り添った活動を心がけていた。しかしながら、消耗品や食料の配給を長期間続ける

余力はない。戦闘の終了と避難民の安全を保障された状態での帰宅が待たれている。 
  

    

 

メソト・マンスリー 

 
今月のメータオ・クリニックの様子をお届けします。 

 

 

子子子子どもたちのこころのどもたちのこころのどもたちのこころのどもたちのこころの栄養栄養栄養栄養    

【メソト＝米田 哲】 

    

みなさんこんにちは。先月は、メソトもそれなりに冷え込みましたが、今月に入り、だん

だん日差しが強くなってきました。最低気温は 15 度ですが最高気温は 30 度を超える毎日で

す。 

 さて、先日、メータオ・クリニックに、長期に入院している子どもたちのための、プレイ

ルームができあがりました。住み慣れた家を離れ、近所のお友達とも遊べず、長い間入院生

活を強いられるのは、子どもたちにとって非常にストレスです。これまでも、小児科病棟の

前に、ブランコや滑り台はありましたが、今度は、わざわざ一つの建物を建てて、そこを子

どもたちのための遊び場としました。おもちゃもたくさんあります。 

 

大事なのは、おもちゃや遊び場そのものではなくて、そこを介して、お友達ができて、一

緒に遊べることだと思います。入院が長引いていたり、あるいはお父さんやお母さんが入院



ＪＡＭ会報 第２９号 

2011年２月発行 

 

して、一緒に付き添っている子どもたちが、新しいお友達と一緒に遊びながら、少しでもス

トレスを感じないようになれば、と思います。 

 

 
写真説明 

  
 

 
 
 
 
 
 
 

国内から 

    

Where are you from??Where are you from??Where are you from??Where are you from??                

【東京＝清水 真理子】 

    

いつもJAMをご支援していただきありがとうございます。そして会報を読んで頂き、嬉しく

思っています。 

写真左： 
開所式の様子 
 

写真上： 
ギターに合わせて、みんなで歌って踊って 
 

写真右： 
壁には近くの学校

の子どもたちが 
描いた絵が 
飾ってあります。 
 

写真上： 
男の子は車や兵隊さんが、 
女の子はおままごとが大好き。 
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私は、JAM設立当初から、JAMを応援しております助産師です。設立当初は、コアメンバー

としてJAMの発展、維持のため積極的に活動して参りましたが、現在は、活発に活動している

メンバー達を応援しているといった次第です。おそらく会報を読んでくださっている皆様方

と変わらず、月1回の会報を楽しみにして、ホームページを時々チェックして現地の子供たち

等に思いをはせています。これからも皆様と一緒にJAMを応援していきたいと思いますのでよ

ろしくお願いします。 

さてこんな私は、日本に滞在し、日本人社会の中で日本語を使い、毎日暮らしています。

そんな中にドップリ浸かっていると、タイの奥地に難民が暮らしていることも、エジプトで

暴動が起きていることも、なんだか遠い国で画面の向こう側で起きていることと認識されて

しまうことがあります。こうして私がのんきにお菓子をつまんでいる間にも、世界では紛争

が起きていたり貧困に苦しんでいたりします。同じ人間でも、全く違う日常を送っている人

達が存在するのです。 

私は、そういったことを忘れないようにNGOの活動を応援しているのかもしれません。私は、

JAMの他にも応援しているNGOがいくつかあり、時々顔を出させてもらいお手伝いをする時が

あります。 

先日、某NGOの健康診断ボランティアに参加しました。某NGOは、関東を拠点とし定期的に

在日外国人（合法、不法問わず）を対象として無料で健康診断を行っています。健康診断の

内容はとても充実しており、日本の一般成人健康診断と内容はほぼ同じです。それに加え、

歯科検診も行っているのですから、むしろ企業の健康診断より優れているかもしれません。 

健康診断のスタッフは、全員ボランティアです。医師、歯科医師、看護師、栄養士は医療

ボランティアとして、その他、英語、中国語、スペイン語、フランス語などからマイナー言

語まで多言語の通訳の方が通訳ボランティアで参加されています。 

先日、東京で行われた健康診断に来られた方は、どちらの国の方が多かったと思いますか？ 

なんと、ほとんどがミャンマー/ビルマ人でした。その前に神奈川で行われた健康診断にも

ミャンマー/ビルマ人の方が一番多く来られていました。私はそれにとても驚きました。 

同じボランティア活動に10年近く前に参加したことがあります。 

その時の記憶では、多くはフィリピン人や中国人でした。しかし、最近参加した健康診断

にはフィリピン人はほとんど来られませんでした。 

なぜでしょう？？リーマンショック以降、日本の不景気は続いています。日本人でさえ職

に就けない今日、フィリピンから日本への出稼ぎ労働者が激変したのでしょうか？そしてな

ぜミャンマー/ビルマ人の方が増えているのでしょうか？ 

私は疑問に思い、日本の在日外国人について統計を少し調べてみました。 

以下表を抜粋します。 

日本における国籍別外国人登録者数（一部抜粋） 2009年 
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出身国（一部の国抜粋） 人数 増加率％ 

2000－20009 

中国 680,518 ＋103％ 

韓国 北朝鮮 578,495 -9％ 

タイ 42,686 ＋46％ 

インド 22,858 ＋127％ 

フィリピン 211,716 ＋46％ 

ベトナム 41,000 ＋142％ 

ミャンマー 8,366 ＋70％ 

ラオス 2,681 ＋60％ 

 全在日外国人合計 218,6121 ＋30％ 

(2010年) 国籍別外国人登録者数の推移 法務省 

(2010年) 国籍（出身地）別在留資格（在留目的）別外国人登録者 法務省 

法務省大臣官房司法法制部司法法制課「出入国管理統計年報」 

 

以上の表を見てみなさんはどうお考えですか？ 

私は、街中で見かける外国人は圧倒的に中国人や韓国人が多いです。最近は北海道にスキ

ーに行っても、箱根に温泉に行っても日本人よりも中国人や韓国人が多いのではないかと感

じていました。ですから、これらの国々の登録者数が多いのは納得です。そういえば最近、

都心でインド料理屋やベトナム料理屋が増えています。インドやベトナムの増加率が高いの

も頷けます。 

しかし、私が健康診断ボランティアで感じた疑問、「ミャンマー/ビルマ人が増えていてフ

ィリピン人が減ったのはなぜ？」という問いは、この表を見てもさっぱりわかりませんでし

た。 

某NGOは、健康診断に来られる在日外国人に対して一切の身分証明を求めません。合法、不

法であるかを問わないことを考えると、無料健康診断に来られる方たちは、もしかしたら不

法な方が多いのかもしれません。そのため、国の登録在日外国人数には現れてこないのでは

ないでしょうか。あくまで推測ですが、不法入国者は、フィリピン人は減り、ミャンマー/

ビルマ人が増えているのかもしれません。それだけミャンマー/ビルマ国の情勢が悪化してい

ると考えられるのかもしれません。もう一つ、もっとポジティブな推測としてミャンマー/

ビルマ人は、自分の健康のセルフケア能力が高い？！のでは。 
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というのは、長年、健康診断ボランティアを継続的に行っているスタッフが、「ミャンマ

ー人は、見たことのある顔が多い。いつも知らせると、定期的に来てくれる。」と言ってい

ました。 

私自身は、メータオ・クリニックを視察するためにタイのメソトの1週間、そこから国境を

越えミャンマー観光2時間くらいの滞在経験しかありません。ですからミャンマー/ビルマ人

について無知です。どなたか、ミャンマー/ビルマ人の無料健康診断参加者が増えているわけ

について、ご存知の方、また考えがある方がいましたら、どうか教えていただけたらと思い

ます。どうぞよろしくおねがいします。 

 

 

国際保健医療協力のなかで （１１） 
 

【東京＝小林潤】 

 

 

来月には、ＪＡＭは 3周年を迎える。「継続は力なり」という言葉を信じたい。 

発足当時から支えてきていただいている会員の方々も多い。 

また、新たに会員として加わってきていただいている方もいる。 

これらの皆様のおかげでＪＡＭの大きな活動の一つであるメータオ・クリニックの院内感

染対策についても 派遣スタッフの努力によって改善もみられてきた。 

特に感染症病棟新設を支援しハード面でも改善も行うことができたことも大きかった。 

もう一つの柱である学校保健活動は、学校それぞれの自助努力を促し、数多いドナーから

の支援を必要なものに効率的に投入することができる、 スーパーバイズシステムを導入して

きた。 

これは、定着したシステムとして動きだし、メータオ・クリニックの自己管理のもと行わ

れるまでにいたり、各ドナーもシステムから得られたデータを参考にして支援をしている。 

私自身この分野で支援を始めて 7 年たっているが、この成功は感無量である。コアメンバー

の諸君も、他の大手のＮＧＯで給料をもらいながら十分働ける者もでてきたと思う。将来に

は国連等でプロとして働くものがでるだろうと期待もされる。 

 

しかしながら、現場においては長期的視野に立つと、全く改善されていない。ミャンマー

の総選挙が行われ、危惧されていた事態が本当におこってしまった。2 万人もの難民がメソ

トに押し寄せた。 

現場から戻ったスタッフによれば、戦闘の場所は変わっただけで現在でもメソトから南に

下った地区で今なお難民はタイ側に押し寄せているとのことである。 

ソマリア難民やアフリカで起きていることと比較すると、その時の難民の状況等は悲惨に

はみえないし、栄養等の健康状況についても若干よいのは事実である。 

しかしながら、あまりに長い期間、難民という状況が続いており、今でも新たな難民が押

し寄せているということに眼を向けなければいけないし、この事実は人に伝えていかなけれ

ばいけないだろう。 

ヒトの健康は「病気がなければいい」というものでないことは一般の方々でも言われるよ

うになってきた。 

メータオ・クリニックのスタッフ、移民学校の生徒は一見明るく、とても親しみやすいと

感じることも多い。しかしながら、我々の移民学校の学童への調査では戦争体験等の過去の

トラウマが大きいことが明らかになったように、健康に悪影響を与えている眼に見えない要
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因は多々あるといえるだろう。これらの改善には、カウンセリングや適正な学校の環境改善

が必須であることはいうまでもないのだが、最終的にはこれら子供たちが将来の希望を見ら

れるようにすることが最も大切であるであろうし、これが彼らの真の健康につながると強く

く思う。 

 

できることは限られているのが現実であるが、これらのことを考えた活動を 3 年を節目に

始めるべきかと思っている。短期成果は、物資の投入と人材のトレーニングによって実現で

きるが、長期的成果は、人材育成、特に長期的教育の効果を考えなければならない。学校保

健への支援を発展させて高等教育への支援につながる何かを考えるのはどうだろうか。 

せめて一人でも二人でも日本の保健・医療の大学を卒業してもらい、ＪＡＭと協調しなが

ら、彼ら自身の手による発展のための将来のリーダーを作り出していくことはできないだろ

うか。 

 

 

  

シンシア医師の本 発売中！  

 

    

『『『『タイタイタイタイ・・・・ビルマビルマビルマビルマ    国境国境国境国境のののの難民診療所難民診療所難民診療所難民診療所――――    

女医女医女医女医シンシアシンシアシンシアシンシア・・・・マウンマウンマウンマウンのののの物語物語物語物語』』』』    

（新泉社、1800 円） 

    

全国全国全国全国のののの書店書店書店書店、、、、またはまたはまたはまたはアマゾンアマゾンアマゾンアマゾン等等等等でででで発売中発売中発売中発売中ですですですです！！！！！！！！    

 

当会が編集協力した『タイ・ビルマ国境の難民診療所―女医シンシア・マウンの物語』 

（新泉社、定価 1800 円）が発売中です。 

 

本書は、当会の支援先であるメータオ・クリニックとその創始者シンシア・マウン医師に

焦点をあてたものです。 

当会は、さまざまな現地情報の提供、スタッフの梶藍子看護師による体験記の収録等で協

力しました。 

 

本書の印税は、当会を通してクリニックへ全額寄付されます。 

 

 

編集後記 
 
２月のとーーーーーっても東京が寒かった日。 
千葉県舞浜市にある「夢の国」に行ってきました。 
 
とはいえ、行ったのは、 
駅前にあるおみやげ売り場とホテルのバイキングだけですが。 
 
園内に入らなくても、じゅうぶん行った気分が楽しめるんですね♪ 
 
みんなにも、いろとりどりの夢の花が咲きますように。 
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次号の予定 
 
次号の JAM の会報は、２月中～下旬ごろ発行の予定です。 
ホームページは、随時更新していきますので ぜひ、お時間があるときにご覧ください。 
 
 
 

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇ 

メータオメータオメータオメータオ・・・・クリニッククリニッククリニッククリニック支援支援支援支援のののの会会会会        Japan Association for Mae Tao Clinic（（（（JAM）））） 

 
日本事務局宛日本事務局宛日本事務局宛日本事務局宛てててて E メールメールメールメール    ： support@japanmaetao.org 

 

ホームホームホームホームページアドレスページアドレスページアドレスページアドレス         ： www.japanmaetao.org 

 

※掲載されている全ての内容、文章の無断転載を禁止します。 
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